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 糖たんぱく質や糖脂質などの細胞表層に存在する複合糖鎖は、集合体になることでレセプター

たんぱく質に強く認識される、いわゆるクラスター効果を発現する。このようなクラスター効果

を発現する人工的材料を目的に、糖鎖を合成高分子に結合させた糖鎖高分子に関する研究が行わ

れている。近年、π-共役系の剛直な主鎖構造からなる糖鎖高分子の合成が行われており、我々

の研究室でも π-共役系の主鎖構造を持つ糖含有ポリ（N-プロパギルアミド）の合成を報告した
1。本研究では、ベンゼン環のみから構成される π-共役系高分子のポリ(P-フェニレン)(PPP)を

主鎖構造に有する新しい糖鎖高分子の合成と評価を目的とし、モノマー 1 のカップリング反応

によるグルコース含有 PPP(2)の合成を検討した。一般に PPP は対応するジプロモベンゼン誘導

体の Ni 触媒によるカップリング反応で合成される。そこでアセチル保護されたグルコース残基

を二つ有するジブロモベンゼン誘導体 1 をモノマーに用いた。１の重合を、カップリング剤に

Ni(COD)2 および 2,2’-ビピリジル

(bpy)、1,5-シクロオクタジエン

(COD)を用いてトルエン/DMF 中で

行った。生成物の 1H NMR 測定結果

から 2の構造が支持された。また、

DMF系のGPC測定より求めた分子量

は、ポリスチレン換算で 7300-9700

であった。さらにヒドラジンを用い

て 2 の脱アセチル化を行ったとこ

ろ、ほぼ完全に脱アセチル化が進行

し、フリーのグルコース残基を有す

る PPP が得られたことが分かった。

現在、これらのグルコース含有 PPP の高次構造等について検討中である。 
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